
  

平成２２年度ふるさと創生基金事業計画書（素案） 

 
                             栃尾地域ふるさと創生事業実行委員会 

事業概要 

１ とちお魅力アップ作戦 

(1)  栃尾地域再発見セミナー（継続事業） 

 ・ 戊辰戦争期の河井継之助「峠越え」ゆかりの地として栃尾地域民の認識を高めると

ともに、観光資源としての活用を目的としてセミナーを開催する。 

 【具体案】講演会や勉強会の開催、会津ルート実体験と南会津との交流、歴史や関連施

設を紹介するパネルやマップを作成し、イベント開催時などに展示すること

で、栃尾の魅力を発信していく。 

(2)  栃尾地域の歴史と文化と暮らし紹介ＤＶＤ作成事業（継続事業） 

 ・ 栃尾地域の昔懐かしい生活風俗や行事などを記録したフィルムの活用と現存する伝

統芸能や史跡を撮影し、栃尾地域紹介ＤＶＤを作成する。 

 【具体案】現在収集した記録映像は25本である。今後も古い記録映像の提供を呼びか

けるとともに、現在の映像（撮影）や写真等も活用し編集作業を実施する。 

(3) 栃尾城物語冊子作成事業（新規事業） 

・ 栃尾地域では、上杉謙信旗揚げの地として、謙信の里づくりを展開している。 

・ 栃尾城物語は、2009年のＮＨＫ大河ドラマ「天地人」の放送に伴い、栃尾美術館で

開催した「兼続を育てた謙信公のふるさと展」において文章とイラストで創作展示

したものである。文章及びイラストは、栃尾地域在住の郷土史家及び画家によるも

のであり、地域住民の手作り感を基調とした。 

・ 栃尾城は南北朝時代に築城され、謙信公旗揚げ、上杉家跡目争いの御館の乱で落城

し、栃尾城物語には、その後の逸話も記述されている。 

・ ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」放送終了に伴う、来訪者減少抑制対策事業として位置

づける。 

  【具体案】市民にもあまり知られていなかった栃尾城の歴史がわかりやすく紹介され

ていて好評を得ていることから、冊子として作成し、歴史資料や観光ガイド資

料として活用する。 

 

２ リピーター倍増作戦 

(1)  とちお祭事業（継続事業） 

 ・ これまでの3ヵ年で新たな種目の掘り起こしとして実施環境を整備した「全日本少

年少女樽みこし綱引選手権大会」の周知強化対策として、メディアＰＲを展開し、

参加団体の拡大を図る。 

 ・ 県内団体をターゲットとして、「少年少女の大会」のみでなく「樽みこし綱引き大

会」という珍しい行事をＰＲし、とちお祭の誘客を図る。 

【具体案】予算の範囲内でメディアへのＰＲを積極的に行なう。テレビ、ラジオ、新聞、

情報誌などの活用。また、ホームページにも掲載する。 

 

(2) 謙信の里案内表示設置事業（新規事業） 

 ・ 栃尾地域では、上杉謙信旗揚げの地として、栃尾城跡や市街地を中心に謙信の里を

テーマにまちづくりを展開している。 

・ ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」放送終了に伴う、来訪者減少抑制対策事業として位置

づける。 

【具体案】地域外の来訪者から「栃尾には、名所旧跡が多くありながら誘導が不案内だ」

という声が多いことから、謙信の里というテーマに副った一貫性のある案内表示

を作製し、来訪者の便宜とまちづくりの効果を高める。 

 

概算事業費 

総事業費 4,650,000円 

１ とちお魅力アップ作戦         2,800,000円 

   委託料（NPO法人フォーラム栃尾熱都）ほか 

２ リピーター倍増作戦          1,600,000円 

  助成金（栃尾観光協会）ほか 

３ 実行委員会運営費            250,000円 

謝金・消耗品 ほか 

 

平成22年1月28日 
栃尾地域委員会 資料№１ 


